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細菌性赤痢

• 急性胃腸炎を起こす細菌性経口感染症の一つ

– 発熱、下痢、腹痛、膿粘血便、テネスムス（しぶり腹）など

• 赤痢菌を起因菌とする

• 途上国（高リスク地域）を中心に発生

• 年間推計1億9千万人の患者、6.5万人の死者

– 主に5歳未満の幼児

• 先進国では主に、高リスク地域への渡航によって患
者が発生

(PLOS Med. 2015, 12, e1001921)



感染症法での取扱

細菌性赤痢

• 3類感染症
– 診断は菌の分離・同定による

赤痢菌

• 四種病原体

• BSL2

感染菌量が低い（100個程度）

二次感染



赤痢菌
Shigella spp.

• 4菌種

– S. dysenteriae
– S. flexneri
– S. boydii
– S. sonnei

• S. sonneiを除き血清型
がある

• 腸管上皮細胞に侵入
するための病原因子を
もつ

– 3型分泌機構

– 赤痢菌ではいわゆる病
原プラスミドにコードされ
る
• invE, ipa遺伝子など

– 検出用PCR：invE, ipaH

• シガ毒素（Stx1）

– S. dysenteriae 1

病原体検出マニュアル



赤痢菌鑑別性状

（病原体検出マニュアルより）



赤痢菌鑑別性状

性状 S. dysenteriae S. flexneri S. boydii S. sonnei E. coli

インドール d d d ー d

β―ガラクトシダーゼ d ー d ＋ ＋

オルニチンデカルボキシラーゼ ー ー ー ＋ ＋

ブドウ糖からのガス産生性 ー d d ー ＋

糖（酸）： マンニット ー ＋ ＋ ＋ ＋

乳糖 ー ー ー （＋） ＋（＋）

白糖 ー ー ー （＋） d

ラフィノース ー d ー （＋） d

キシロース d d d ー ＋

ズルシット d ー ー ー d

クエン酸（Christensen） ー ー ー ー d

酢酸ナトリウム ー d ー ー ＋（＋）

＋：90%以上が陽性、−：90%以上が陰性、（＋）遅れて陽性、d：菌株（血清型）によって異なる

（病原体検出マニュアルより）



海外集団事例
年 国 発生月 患者数 関連施設・食品

2020 中国 安徽省 8月 493 洪水

2020 デンマーク 8月 42

2019 ノルウェー 12月 8 スナップエンドウ

2018 米国 オレゴン州 8月 112 結婚式

2014 米国 サモア 5月 280

2012 米国 カリフォルニア州 5月 43 ブリッジセンター

2011 ノルウェー 10月 46 輸入バジル

2008 米国 イリノイ州 9月 41 湖

2008 オーストリア ザルツブルグ 7月 22 国内ツアー

2007 デンマーク、オーストラリア 227 タイ産ベビーコーン

2004 米国 ハワイ 8月 45 機内食

2004 スペイン カナリー諸島 3月 14 ホテル

2000 米国 1月 406 仕出し



海外の発生状況（米国、2018）

起因菌 感染者数 対10万人 入院数 入院率 死亡数 死亡率

カンピロバクター 9723 19.6 1811 18 30 0.3

サルモネラ 9084 18.3 2416 27 36 0.4

STEC 2925 5.9 648 22 13 0.4

赤痢菌 2414 4.9 632 26 1 0.04

ビルリオ属菌 537 1.1 151 28 9 2

エルシニア 465 0.9 95 20 4 0.9

リステリア 126 0.3 121 96 26 21

(MMWR, April 26, 2019, Vol. 68, No. 16) 

 

Preliminary Incidence and Trends of Infections with Pathogens Transmitted
Commonly Through Food — Foodborne Diseases Active Surveillance Network,
10 U.S. Sites, 2015–2018



海外の発生状況（米国、2016）

菌種 報告数 （%） 対10万人

S. sonnei 10139 80.5 3.15

S. flexneri 1592 12.6 0.5

S. boydii 30 0.2 <0.01

S. dysenteriae 18 0.1 <0.01

Unknown 818 6.5

計 12597 100 3.92

(Laboratory-based Enteric Disease Surveillance (LEDS) system for 52 labs)

 

National Enteric Disease Surveillance: Shigella Annual Report, 2016



海外の発生状況（米国、2016）

(Laboratory-based Enteric Disease Surveillance (LEDS) system for 52 labs)

 

National Enteric Disease Surveillance: Shigella Annual Report, 2016
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海外の発生状況（米国、2016）

(Laboratory-based Enteric Disease Surveillance (LEDS) system for 52 labs)

 

National Enteric Disease Surveillance: Shigella Annual Report, 2016
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Shigella flexneri



海外の発生状況
（欧州、2013-2017）

European Centre for Disease Prevention and Control. Shigellosis. 
In: ECDC. Annual epidemiological report for 2017. 
Stockholm: ECDC; 2019.

 

2013 2014 2015 2016 2017
No. Rate No. Rate No. Rate No. Rate No. Rate

United 
Kingdom 2076 3.2 2226 3.5 2208 3.4 1856 2.8 2040 3.1

France 662 2.3 873 3 822 2.8 828 2.8 997 3.4
Germany 562 0.7 509 0.6 553 0.7 418 0.5 436 0.5
Netherlands 382 2.3 335 2 444 2.6 428 2.5 410 2.4
Belgium 323 2.9 403 3.6 391 3.5 353 3.1 353 3.1
Spain 141 0.3 230 0.5 293 0.6 180 0.4 325 0.7
Bulgaria 486 6.7 512 7.1 410 5.7 291 4.1 308 4.3
Slovakia 256 4.7 222 4.1 191 3.5 145 2.7 257 4.7
Sweden 335 3.5 324 3.4 311 3.2 232 2.4 213 2.1
Denmark 109 1.9 110 2 170 3 212 3.7 137 2.4
Romania 156 0.8 147 0.7 168 0.8 129 0.7 122 4.6
Others 868 640 762 559 739
EU/EEA 6356 1.6 6531 1.6 6723 1.7 5632 1.5 6337 1.7



海外の発生状況
（英国、2013）
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海外の発生状況
（英国、2006-2015）

(Shigella data 2006 to 2015, Public Health England)

 



細菌性赤痢とMSM

ヒト
水

食品
ヒト
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(Euro Surveill, 20(15):pll=20197, 2015)
(EID, 22: 1613-1616, 2016)

(CMI, 22: 383.e11-e16, 2016)



S. sonnei/S. flexneriの比率

(PLOS Negl. Trop. Dis. 9(6), e0003708, 2015.)



細菌性赤痢発生動向

感染症発生動向調査
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赤痢菌検出状況（菌種別）

病原微生物検出情報、地研・保健所（2014-2018）
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赤痢菌検出状況
（菌種別・輸入例割合）

病原微生物検出情報、地研・保健所（2012-2016）
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細菌性赤痢（食中毒統計）
年 都道府県名等 発生月日 発生場所 原因食品 原因施設 摂食者数 患者数 死者数

2018 山梨県 10月2日 山梨県 10月1日～8日に提供された食材 仕出屋 469 99 0

2018 大阪府 4月29日 国外 不明 不明 27 16 0

2011 山形県 8月19日 山形県 不明（飲食店で提供された食事） 飲食店 不明 7 0

2011 山形県 8月19日 山形県 不明（原因施設で提供された食事） 飲食店 不明 2 0

2011 山形県 8月19日 山形県 不明（原因施設で提供された食事） 飲食店 不明 8 0

2011 宮城県 8月20日 宮城県 不明（製造所の食品） 製造所 不明 26 0

2011 山形県 8月20日 山形県 不明（原因施設で提供された食事） 飲食店 不明 1 0

2011 山形県 8月22日 山形県 不明（原因施設で提供された食事） 飲食店 不明 2 0

2011 山形県 8月22日 山形県 不明（原因施設で提供された食事） 飲食店 不明 6 0

2010 岡崎市 10月9日 愛知県
不明（平成22年10月7日昼食及び夕

食）
飲食店 5 2 0

2008 大阪府 7月6日 国外 不明 不明 16 9 0

2008 福岡市 7月19日 福岡県 不明（コース料理） 飲食店 35 23 0

2008 福岡市 8月7日 福岡県 不明（居酒屋料理） 飲食店 5 3 0

2008 福岡市 8月14日 福岡県 不明（出前料理） 飲食店 855 105 0

2004 栃木県 5月6日 栃木県 不明（飲食店提供食事） 飲食店 2082 14 0

2004 千葉県 8月25日 国外 不明（機内食） その他 45 17 0

2003 豊田市 9月29日 愛知県 不明（寿司） 飲食店 1191 10 0

2002 山形県 3月6日 山形県 調理実習で調理された食品
学校-給食施
設-単独調理
場-小学校

124 17 0

2002 岐阜県 5月26日 岐阜県 不明（飲食店の食事及び調理パン） 飲食店 不明 19 0

2001 山口県 11月26日 山口県 生かき 製造所 不明 2 0

2001 山口県 11月28日 山口県 生カキ 製造所 不明 13 0

2001 山口県 12月1日 国内不明 不明 不明 4 0

2000 千葉県 4月4日 国外 不明 不明 61 27 0

2000 愛媛県 10月14日 愛媛県 にぎり寿司 飲食店 205 103 0



赤痢菌等の菌株の送付について

• 平成20年10月9日
• 健感発第１００９００１号
食安監発第１００９００２号

一致（もしくは類似）した菌株についてお知らせ

菌株送付

分子疫学解析



赤痢菌の分子疫学解析

特にS. sonneiについて



S. sonnei
系統解析

(Nat. Genet. 44: 1056-59, 2012.)
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S. sonnei系統
（簡易検査）
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(J. Clin. Microbiol. 51: 303-305, 2013.)
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系統 kduD deoA emrA fdx memF sson0236
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赤痢菌サーベイランスにおける
分子疫学的解析手法

• Pulsed-field gel electrophoresis (PFGE)
– Pulsenet

• S. sonnei
• S. flexneri

• Multilocus variable-number tandem-repeat 
analysis (MLVA)
– S. sonnei
– (S. flexneri)



病原性プラスミド

• 感染時に細胞侵入活
性を示すための遺伝子

– invEなど

• S. sonnei I相を付与する

• XbaI切断部位：6か所

– 生じる断片の大きさ
• 80129, 67420, 28339, 

26420, 11335, 751 （bp）

http://gtps.ddbj.nig.ac.jp/single/index.php?spid=Sson_SS046



病原性プラスミドとPFGEパターン
（ゲノム株シミュレーション）
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集団事例A関連株（2011年）
【PFGEデータベース上】

• 同じ事例由来であっても2つのクラスターができることが多い

• 類似のパターンが出やすい



MLVA原理

• MLVA
– MultiLocus Variable-number 

tandem-repeat Analysis

• 対象菌株から鋳型DNAを調製

• 蛍光プライマーを含むPCRで標的
領域を増幅

• 増幅産物を電気泳動で分離

• 検出される増幅産物の大きさから
反復配列のリピート数を算出



2018-2019年 Shigella sonnei
MLVA-MST



Shigella sonnei
MLVA-MST
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